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●置換機能の概要 
 置換機能を利⽤して一定の条件の元で伝票を一括で修正する機能です。 
 
科目・補助・摘要・税区分等を、すべての仕訳を対象として一括修正が出来ます。 
ｅｘ） 科目︓ 雑費 → 消耗品費 
 
１．置換機能のメニュー画面 
 
Ｆ１メニューのＦ１－２⼊⼒チェックの仕訳日記帳（画面）に置換機能があります。 
仕訳日記帳（画面）を押してください 
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２．置換機能開始画面 
Ｆ１－２ 仕訳日記帳（画面）ボタンを押して下さい。 
１．[検索条件]ボタン(図 5-1-①)を押します。 
図５－１ 

 
 
２．検索条件画面(図 5-2)が表示されます。 

置換設定により一括で修正したい伝票の検索条件を設定し、「置換モードで表示する」(図 5-2-②)に 
チェックを⼊れて、[検索開始]ボタンを押します。 
図５－２ 
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３．[置換設定]ボタン(図 5-3-③)を押します。 
置換設定（検索条件で設定）により一括で修正したい伝票が表示されます。 
 
図５－３ 

 
 
４．置換設定画面(図 5-4)が表示されます。 
一括で修正したい項目にチェックを⼊れ変更前と変更後を⼊⼒⼜は選択後、[追加]ボタンを押します。 
置換条件及び置換順序を設定しましたら、[実⾏]ボタンを押してください。 
 
図５－４ 
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＜税区分を置換する場合の注意点＞ 
 
一括置換は、検索で抽出した仕訳伝票すべてを対象として変換します。 
特定の科目の税区分を変換する場合には、「置換対象とする明細／補助科目」欄にチェックを⼊れ、 
科目を絞って変換下さい。 
科目を絞らない場合には、置換の必要のない科目まで変換されてしまいます。 
 
＜例＞租税公課の税区分を変更する場合 

 
 
●チェックを⼊れた場合 
特定の科目だけの税区分が変更されています。 

 
 
●チェックを⼊れない場合 
変換する必要がない科目まで税区分が変更されています。 
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税区分欄について 
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４．置換された⾏が含まれる伝票に茶色が付きますので、置換対象科目のみに茶色がついているか 
各伝票を確認後、間違いがなければ、[登録]ボタン(図 5-5-④)を押してください。 

 
図５－５ 

 
 
※一度一括変換された仕訳を元に戻すことは出来ませんので、ご注意下さい。 


